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１．	 はじめに 
	 平成24年度より中学校の保健体育で武道が必修化され
るにあたって、武道場や武道教育の歴史、そして武道場
のあるべき姿について研究するべきではないかと考え、
本研究に臨むことにした。	 
	 それにあたって、まず私自身の武道必修化への見解を
先に述べておきたい。私は、武道の必修化には反対の姿
勢をとっている。なぜならば、授業が実施できる環境整
備が不十分であるため、武道に精通している指導教員が
必ずしも各学校にいないため、そして、武道は死亡事故
の多い種目であるためだ。	 
	 しかし、中学校ではすでに授業が開始されたため、な
らば、せめて武道の相手を思いやる精神や礼儀作法の指
導を徹底してほしいと思い、それにあたっての環境整備
指針として役立つ研究を進めようと考え、本論文を書く
にいたった。	 
	 
２．	 研究目的・方法 
武道必修化の目的は、武道の習得の他に、武道の伝統
的な考え方や礼儀作法の習得がある。武道では、武道場
に敬意を払う礼儀作法があるが、現在、武道場の神聖さ
や厳粛さは薄れてきている。	 
	 そこで、文献調査、図面・写真による空間分析によっ
て、中学校の武道場の整備状況とその問題点、学校教育
における武道場の変遷を明らかにした上で、中学校の武
道場のあるべき姿、また、神聖さがある道場とはどうい
うものかを導き出していくのが、本論文の目的である。	 
３．	 武道場の定義 
道場という言葉には、仏道修行の場所としての意味が
あったが、江戸時代に、仏道の儀式の場所と武道の稽古
場が一体化したことで、稽古場を道場と呼ぶようになっ
た。そうした背景もあり、日本武道協議会では、武道場
を「心身の鍛錬の場であり、規律と礼儀作法を守り、静
粛・清潔・安全を旨とし、厳粛な環境の維持に努める」
と定義している。ここから、道場は神聖かつ厳粛な場所
であるととられることができる。	 
	 
４．	 武道教育の歴史からみる武道場の変遷 
（１）大日本武徳会と武徳殿 
a）大日本武徳会の設立背景と役割 
	 明治 5 年に「学制」が発布され、学校教育が始動した
以降、正課教材編入のための請願運動が盛んに行われて
いた。その中、運動の中心人物の一人であった武道家が、
明治 28 年に平安遷都 1100 年記念祭と第４回内国勧業博
覧会の開催が決定されることに目をつけ、明治維新によ
って衰退していた武道を国内外へアピールするための舞
台として記念祭、博覧会を利用することを図った。	 
	 それにより、明治 28 年 4 月に、武術の奨励と流派武術
の統合、国民の士気の振興を目的として、大日本武徳会
が設立されたのである。	 
b）武徳殿 
	 武徳会は、演武場である武徳殿を、明治	 32	 年に大極
殿を模して京都本部武徳殿を建設し、昭和	 20	 年まで全
国各地に少なくとも 94 軒建設した。	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武徳殿は統一した様式で建設されたが、これは、武徳
会は、国内外に武術をアピールし、日本の力を誇示する
ことも設立理由の背景にあったことから、武徳殿も、武
道の建築、そして、武徳殿という日本の建築として、国
内外に誇示するために建設されたと考えられる。	 
そして、戦争により日本の植民地となった、台湾・朝
鮮・満州にも武徳殿を建設し、アジアに日本の建築の素
晴しさを見せつけ、さらに、武道を通じて、植民地の民
を日本人化することを図ったのである。	 
	 
図 1	 京都本部武徳殿	 
	 
c）武徳殿の分析 
	 武徳殿は、すべての面において格式高い造りで造ろう
としていたことがわかった。これは、武徳殿が天皇をお
招きする場であること、そして、武徳殿という武道の建
築を国内外に誇示するために造られた建築であったため
であると考えられる。	 
	 武徳殿は、正面に玉座・神殿、中央に演武場、その四
方に観覧席を設けるのが基本的な平面構成となっている。	 
また、武徳殿は、閉鎖的で小規模であった江戸時代の
武道場から大きく発展し、天井高の高い、明るく、開放
的で大規模な武道場として建設された。これは、武徳殿
は、武道復活の場であり、武道をアピールする場であっ
たため、演武場は稽古する場だけでなく、武道を見せる
舞台としての役割が与えられたためであると考えられる。	 
	 そして、武徳殿は、その後の武道場の様式に大きな影
響を与えることになるのである。	 
図 2	 京都本部武徳殿平面図	 
（２）終戦前の武道教育と武道場 
a）終戦前の武道教育の歴史 
	 明治 44 年に、ついに撃剣と柔術が授業に選択科目とし
て導入された。これは、同 37・38 年の日露戦争によって、
武術の正課教材導入の声が大きくなったためであった。	 
学校教育に導入された武術は、昭和の非常時体制と戦
争の過程で国防の一翼を担うものとして重視され、強化
されることとなった。それに加え、日本の伝統的な戦闘
技術である武術を精神修養としての道として「武道」に
名称を変化させたことにより、ついに、昭和 6 年、剣道
と柔道が中等学校で必修科目となったのである。	 
b）終戦前の武道場の分析 
当時の学校の武道場は、立派な造りで建設しようとし
ていたことがわかった。これは、武道場は神聖な場所で
ある、厳粛な空間として造るという考えや風習とともに、
学校教育において武道場は、戦争で必要な人材を育成す
る場として重視されていたためであると考えられる。	 
また、演武場は１室の中に剣道場と柔道場の両方を設
ける構成が多く、これは、武徳殿にみられる平面構成で
ある。その他にも武徳殿に近い造りが多いことから、終
戦前の学校武道場の雛形は、武徳殿であるといえる。そ
の中で、武徳殿との違いもいくつか見られたが、それら
の違いの要因は、学校の武道場には武徳殿と違い、武道
を見せる舞台的役割がないためであると考えられる。	 
学校の武道場は、日々の稽古をするためだけの武道場
であったため、舞台要素は必要なく、演武大会などを開
催する見せるための武道場は、武道館として建設されて
いったのである。	 
	 
	 	 	 
図 3	 旧岡山県天城中学校武道場	 	 
	 
５．	 戦後における武道場の変化と問題 
（１）政教分離による武道場への影響	 
	 昭和	 20	 年に	 GHQ	 により武道が全面禁止され、大日本
武徳会も GHQ により解散させられることになった。	 
	 ポツダム宣言を受託したことによる政教分離で、武道
場において一番影響を受けたものは神棚である。	 
	 そもそも武道場に神棚が設置されるようになったのは、
国の敬神崇祖を基軸とする国民道徳の強化によって、神
棚設置が義務付けられたのが始まりである。神棚は国の
玉座	 
演武場	 
観覧席	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政策によって設置されるようになったが、ポツダム宣言
をうけて神棚の撤廃命令が下り、神棚は公共の武道場か
ら姿を消してしまったのである。	 
	 それにより、戦後に建てられた公共の武道場、武道館
には神棚が設置されることはなくなったが、それに変わ
って床の間や師範台等を設けるようになったのである。	 
（２）戦後の武道教育の歴史	 
	 武道禁止によって、稽古の場が失われたため、民間道
場で稽古を始めるものが次第に増加していき、それに伴
い、学校における武道復活の声が大きくなっていった。	 
	 それにより、昭和 25 年に柔道が解禁されたのをはじめ
に、翌年に弓道が、翌々年に剣道が解禁され、同 28 年の
中学学習指導要領で、柔道、剣道、相撲などの武道は「格
技」という名称で、選択科目として授業が実施されるこ
とになった。そして、武道解禁から 29 年後の平成元年、
新学習指導要領で「格技」から「武道」に名称が戻され、
名実共に「武道」が学校教育において実施されるように
なったのである。	 
	 さらに、平成 24 年度には、中学校の保険体育で武道は
必須化となった。しかし、武道場の整備は十分には進ん
でおらず、同 25 年度には公立中学校の武道場の整備率を
70%までに上げることを整備計画としてあげていたが、同
23 年度では中学校の武道場の整備率は 50.2%に留まって
いたため、この目標は達成されないと考えられる。	 
	 
	 
図 4	 武道場整備率の推移	 	 
	 
（３）終戦前と比較した武道場の変化	 
	 元来武道場は神聖な場所であると考えられており、武
道においては、武道場に対して敬意を表さなければなら
ないとされ、道場に対する礼儀作法も存在する。そのた
め、上座・下座が不明確である上座判断基準が複数ある
ような武道場は、道場内での礼儀作法の指導の妨げにつ
ながってしまうため、上座・下座が明確な武道場を建設
することが重要とされていた。	 
	 しかし、武道が禁止されたことにより、戦後、武道場
は神聖な場所であるという考えが薄れてしまった。	 
	 終戦前、武道場は運動場や遊戯場と同一視してはいけ
ないとされていたが、戦後、武道復活のためにスポーツ
化、国際化した武道では、武道場への敬意は薄れてしま
う。これにより、武道場の神聖さも希薄になり、さらに、
上座・下座の概念が不明確な武道場が建設されるように
なってしまったのである。	 
６．	 中学校の武道場の現状と課題 
（１）中学校の武道場の問題 
	 全国の中学校の約	 4	 割は体育館で授業を実施してお
り、	 特に剣道においては、体育館でも問題ないという意
識があるため体育館で実施している学校が多いのが現状
である。しかし、武道場と比較した体育館での怪我の件
数は、剣道では約	 3	 倍、柔道では約	 1.5	 倍あり、その
主な原因は、剣道では体育館の硬い床材と床にある金具
等が原因で、柔道では、畳のずれによる隙間に足の指な
どを挟んだことが主な原因である。	 
	 このことから、剣道場においては、床材は硬い広葉樹
の板材は避けるべきであり、そして、調査により、節が
少ない赤みがちの杉材が一番適していることがわかった。	 
	 柔道場においては、畳が常設の柔道場を建設すること
が一番望ましいが、畳のずれを防ぐための滑り止めゴム
や畳寄せ枠などが開発されているため、仮設にしなくて
はならない場合は、これらを設けるべきであるといえる。	 
図 5	 怪我の件数	 武道場と体育館の比較	 	 
	 
（２）中学校における武道場設計指針の提案 
1.正面性がある武道場に	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 武道において「正面」は非常に重要なものであるため、
①~③の中のいずれかを満たすこと。	 
①師範台や床の間など、稽古場より一段高い上段の間を	 
	 設ける	 
②正面を他の面と異なる仕上げでつくる（図 6）	 
③正面に校章や道場訓などをかかげる	 
	 
	 	 
	 図 6	 正面性（1-②）	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2.上座・下座を明確に	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 道場作法の指導の妨げにもつながるため、それを防ぐ
ために、①~③を満たすこと。	 
①出入口の稽古場を挟んで反対側が「正面」となるよう	 
	 につくる	 
②便所、更衣室、用具室などは、なるべく出入口側に設	 
	 ける	 
③便所、更衣室、用具室などを出入口側に設けることが	 
	 難しい場合は、少なくとも「正面」と同じ面には設け	 
	 ない	 
3.十分な広さをとる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 衝突による事故がないよう、十分な広さをとること。	 
A=KS	 
	 A=道場床面積（㎡	 or	 畳）	 
	 K=組数（クラスの人数÷2）	 
	 S=1 組当り所用床面（㎡	 or	 畳）	 
	 	 剣道：S=	 8~11（㎡）	 	 
	 	 柔道：S=	 6~8（畳）	 	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 
図 7	 剣道所用空間寸法（3-①）	 
	 
4.直射日光を避ける	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 直射日光は稽古の妨げになることから、高窓（1800 ㎜
以上）をとるなど、直射日光が目に入らない対策をとる。	 
5.壁には木材やクッション材を	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 壁への衝突事故による怪我を防ぐために、①~③を満
たすこと。	 
①壁の仕上げには木材を使用する	 
②柱の角は危険であるため、壁はできるだけ面一にする	 
③柱が出てしまう場合は、柱にクッション材をつけるな	 
	 ど、事故防止の対策をとる	 
6.床材には武道場に適したものを	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
①床材には、節が少ない赤みがちの杉材を使用する	 
②弾力性・滑らかさ・温かさのために、無塗装にする	 
7.仮設の柔道場には、畳のずれ対策を	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 畳のずれによる怪我を防ぐために、①②を満たすこと。	 
①床に固定式の畳寄せ枠を使用する	 
②畳の傷みを防ぐために運搬用台車を導入する	 
７．	 結論 
	 明治期は、衰退していた武道を振興させるために、学
校教育への武道の正課請願運動が盛んであったが、そう
した動きの中で生まれたのが大日本武徳会である。	 
	 大日本武徳会の演武場である武徳殿は、単に武道を鍛
錬する場だけではなく、国内外への力の誇示のため、格
式高い、荘厳なつくりで、そして、武道を見せる舞台要
素の強い神聖な空間として建設された。その後、武徳殿
は他の武道場の雛形となったのである。	 
	 しかし、日本の敗戦による武道禁止から復活するため
にスポーツ化した武道では、武道場への敬意が薄れ、武
道場の神聖さが希薄になってしまった。	 
	 平成 24 年度より武道が必修化されたが、武道の整備率
は今だ 50％代で整備環境は整っておらず、武道場の整備
は急務であるといえる。しかし、ただ名ばかりが武道場
であるような道場を建設するのでは、武道場を整備した
とはいえない。そこで、戦後希薄になってしまった武道
場の神聖さを取り戻し、本来武道の伝統である道場作法
の指導を妨げなく出来るつくりを提案する。	 
	 そこで、武道場がもっていた神聖さを、武徳殿や終戦
前の学校武道場、明治から昭和初期にかけての武道家の
考えから、「正面性がある」「上座・下座が明確である」
ととらえる。神聖さと、安全面を併せ持った武道場であ
ることに重点をおき、中学校の武道場は整備すべきであ
るのだ。	 
	 武道の伝統的な思想、作法を指導する上で、本研究が
建築的目線で役立つことを願い、本論文を結ぶこととす
る。	 
 
謝辞：本研究を進めるにあたって、適切なご指導下さっ
た永瀬克己教授、高村雅彦教授、網野禎昭教授に、深く
感謝の意を表します。誠にありがとうございました。 
 
参考文献 
1)ビットマン・ハイコ：日本武道に見られる思想の研究
（その 6）日本武道における「道場」の一考察，金沢大
学留学生センター紀要，Vol.12，pp.1-7，2009 
2)加藤幸蔵：日本における武道教育の史的動向，東海大
学紀要，Vol.7，pp.9-13，1977 
3)丸田雄生：武徳殿を中心とする大日本武徳会と戦後武
徳殿の変遷，全日本剣道連盟，1999 
4)魚住孝至：『武道論集』第１集「武道の歴史とその精
神」，国際武道大学，2010	 
5)脇阪倶二：京都市指定有形文化財旧武徳殿主屋修理工
事報告書，京都市文化観光局，1987	 
6)中村民雄：武道場と神棚-1-，福島大学教育学部論集，
Vol.39，pp.35-51，1986 
7)高柳智章：「武道場の命」フロアづくりのポイント，
月刊体育施設，Vol.31，pp.2-17，2002 
 
900 ㎜
2000 ㎜
54
00
㎜
36
00
㎜
